
理科力向上サポート公開授業研究会 

１２月７日 有田町立有田小学校  授業者 教諭 宮﨑 慶太郎 

◇ 単元名  

第６学年「てこのはたらき」 

◇ 本時の目標 

  てこがつり合う場合を記録し，その結果から，てこがつり合うきまりを見つけることができる。 

◇ 本時の展開の概要（７／８） 

  本時は，おもりの重さと支点からの距離の視点から，てこがつり合うときの規則性を見出す内容で

ある。事象提示では，まず事象Ａで，水平につるした棒を用いて左右のうでの同じ距離に同じ重さの

おもりをつり下げればつり合うことを見せ，前時で学習した内容を確認した。次に事象Ｂで，同じ棒

の両うでの支点からの距離が異なる点に，重さが異なるおもりをつり下げるとつり合うことを見せ

た。特に，事象Ｂでは，教師が即座につり合わせることで，「てこがつり合う規則性」の存在を意識

させ，学習問題「てこがつり合うとき，おもりの重さと支点からのきょりにきまりがあるのだろう

か。」を導き出した。実験では，まず実験用てこの左うでに，指定された重さと距離でおもりをつり

下げ，右うでは重さの異なるおもりをつり合うようにつり下げていく活動を行った。次に，左右のう

でに重さの異なるおもりを支点からの距離が異なる点につり下げて，てこをつり合わせる活動を行わ

せた。これらの実験結果から考察し，てこがつり合うときのきまりを言葉の式でまとめた。最後に，

本時の学習で学んだことを用いて，導入における事象Ｂの再説明をさせた。 

◇ 展開 

過程 主な学習活動（○）と児童の様子(写真等) 教師の手立て（○） 

事
象
の
読
み
取
り 

○２つの事象を見て，自分の考えを書く。 

     

 

 

 

事象Ａ：両方に 20ｇのおもりをつるすと， 

（支点からの距離が同じだから）つ

り合う。 

事象Ｂ：左側に 20ｇ，右側に 10ｇのおもり 

をつるすと，（  ？  ）つり合

う。 

 

 

 

○事象を提示した。 

【事象Ａ】てんびんの両側に，20ｇのおもりを

支点から同じ距離につるし，つり合

わせる。 

【事象Ｂ】てんびんの左側に 20ｇ，右側に 10

ｇのおもりを支点からの距離を変え

てつるし，すぐにつり合わせる。 

  てこがつり合うときのきまりについて調べ

たいという意欲を高めると共に，おもりの重

さと視点からの距離に視点をしぼることで，

その後の実験への見通しをもたせた。  

 

 

 

事
象
の
説
明 

○事象を説明し，考えを話し合う。 

＜キーワード＞ 

・重さ 

・きょり   

・つり合う 

○他の児童と交流させ，考えを広げたり，深め

たりすることができるようにした。 

○交流により，本時の学習問題のキーワードに

気付くことができるようにした。 

 

 

(教師）左右で重さが違うのにつり合った

のはどうしてでしょうか。 先生はすぐにつり合わせ

ていたから，何かきまりが

あると思うよ。 

つるす場所を変えたから，重さが 10ｇでもつり合ったんだよ。 

10ｇのおもりをつるす場所を外側に変えたからだと思うよ。 

事象Ａ 事象Ｂ 



学習

問題 
てこがつり合うとき，おもりの重さと支点からのきょりにきまりがあるのだろう。 

実
験
計
画
・
実
験
活
動 

○実験方法を知り，実験を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○左うでのおもりの重さと支点からの距離は固

定し，右うでのおもりの重さと支点からの距

離を変えて記録していくことを伝えた。 

○つり合ったときの数値をワークシートに記入

させた。 

○実験が一通り終わった班には，左右共に自由

に変えて，つり合う組み合わせを探させた。 

左うで 右うで 

重さ

（ｇ） 
目もり 

重さ

（ｇ） 
目もり 

30 ２ 

10 ６ 

20 ３ 

30 ２ 

40 × 

50 × 

60 １ 

結
果 

○各班の結果を確認し，結果からどのような

ことが言えるのかを考える。 

  

○共通実験の結果は，全体で確認した。 

○各班の結果を黒板に掲示させ，全体で確認で

きるようにした。 

考
察 

 
 

 
 

○結果から言えることをまとめる。 

 

（分かったこと） 

 

 

 

 

○個人で考えさせた後に，数名の児童の発表さ

せ，つり合うときのきまりを式に書いてまと

めた。 

 

 

 

 

事
象
の
再
説
明 

○事象の再説明をする。 

記述例：左うでは，20ｇ×15ｃｍ＝300。 

右うでは 10ｇで，300÷10＝30 

なので支点からのきょりを 30ｃｍに

したからつり合った。 

○導入での事象Ｂでは，左うでは支点から 15 

ｃｍの所に 20ｇのおもりをつるしたことを 

伝え，つり合った理由について式を使って再

説明させた。 

 

よし，10ｇのおも

りで，目もり１か

ら順につるしてみ

よう。 

20ｇのときは，目

もり３でつり合っ

たよ。 

なんとなくきま

りが分かってき

たぞ。 

違う組み合わせ

で確かめてみよ

う！ 

おもりの重さと支

点からのきょりを

かけたものが等し

くなったらつり合う

と思う。 


